
 

 

  

Ⅰ 農政対策ニュース 

 ・令和４年度 全国農業委員会会長代表者集会開

かれる 

 

Ⅱ 組織の動き 

 ・11月の常設審議委員会等会議開催状況 他 

 ・農業振興公社からのお知らせ 

 

・「THE農業人」 

あなたの街の農業委員さん 
 
Ⅲ 農業者年金のページ 

 ・新規加入者の状況 他 
 
Ⅳ 情報のページ 

 ・新聞・出版（新刊）の案内 他 
 
Ⅴ 今後の日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 令和４年度 全国農業委員会会長代表者集会開かれる ～ ＷＥＢ配信中 ～ 

全国農業会議所（國井正幸会長）主催による標記集会が１２月１日、都内で開かれた。

新型コロナ対策としてウェブ併用での開催となったものの、会場には全国４７都道府県か

ら約 1,000人、本県からは西ヶ谷量太郎会長をはじめ１３人が参加した。 

挨拶に立った野中厚農林水産副大臣（埼玉）は、「基盤強化法等の一部改正法は来年４

月の施行に向けて現場実態に応じた実効あるものとなるよう、農業委員会及び関係者と意

見交換を行い１１月末に政省令を交付し、現在、基本要綱を策定している。農業委員会

は、将来の農地利用の姿である目標地図の素案作成に取り組み、地域農業の発展をけん引

してほしい。農地の第一人者として農業農村の発展、食料安全保障の強化に尽力いただき

たい」と話した。 

集会では、「令和５年度農業関係予算の確保等に関する要請決議」のほか、「地域の農

地を活かし､持続可能な農業・農村を創る全国運動の推進」、｢情報提供活動の一層の強

化｣に関する申し合わせ決議を採択した。 

活動事例では、名古屋市農業委員会の岩田会長から、農地の過半が市街化区域内という

都市農業における人・農地プラン実質化について、秋田市農業委員会からは、区域部会に

よる課題解決に向けた意見交換と総会での情報共有について、それぞれ報告した。 

また、農業委員の女性割合３割を達成している徳島県小松島市農業委員会の青木会長

は、「女性農業者が４割いるのに男性委員だけでは女性の考えをくみ取れない。女性委員

がいないのは“化石級”に恥ずかしいこと」などと話した。 

続いて、全国農業委員会女性協議会の横田副会長が、「女性委員の登用率の向上に向け

た決意表明」を熱弁、会場からは満場の拍手が送られた。 
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＜今月の主な内容＞ 

Ⅰ農政対策ニュース 

～農地を活かし、未来へつなぐ～ 



 

このほか、会場ロビーには全国農業図書のコーナーも設けられ、本県から参加した森町

農業委員会の佐野敦子会長は、「女性が身に着けやすい農業委員バッジに改良してほし

い」と生の声を伝えていた。 

 

○本県選出の国会議員へ要請を実施 

代表者集会終了後、大会決議に基づく要請書（４頁参照）により、本県選出国会議員へ

個別に要請を行った。  

 

○当日の録画映像を配信中 

視聴ＵＲＬ（YouTube）https://youtu.be/3_jfNRtrObQ  

 

 

野中農林水産副大臣               本県参加者                 決意表明する横田友会長 

 

ガンバローを黙唱する参加者            農業委員バッジの改良を伝える佐野会長 

 

【本県選出の国会議員への要請活動】 

深澤陽一衆議院議員           深澤議員に要請内容を説明する西ヶ谷会長(右) 

https://youtu.be/3_jfNRtrObQ


 

小山展弘衆議院議員                    宮澤博行衆議院議員 

 

榛葉賀津也参議院議員                   平山佐知子参議院議員 

 

 

  

 

令和 5 年度農業関係予算の確保に関する要請のポイント 

 

１．食料安全保障の確立について 

 

 

 

① 昨今のウクライナ情勢等に伴い世界の食料事情が急変する中、食料安全保

障の確立のために必要な農林水産関係予算を十分に確保すること。 

② 食料・農業・農村基本法の見直しにあたっては、予断を持たず広く検討を

行うこと。 

 

２．農地政策の強化 

 

 

農業委員会と農業委員会ネットワーク機構に必要な予算である「農地利用

最適化交付金」(概算要求額 51億円)、「機構集積支援事業」(同 29億円)、

「農業委員会交付金」(同 47億円)及び「農業委員会ネットワーク機構負担

金」(同 5億円)の確保に万全を期すこと。 

※食料安全保障の確立のための予算確保と食料・農業・農村基本法の大

胆な見直しについて 

 

※農業委員会及び農業委員会ネットワーク機構の予算の確保 



 

 

 

  

 

令和５年度農業関係予算の確保等に関する要請 （項目のみ） 
 

１．食料安全保障の確立 

（１）食料安全保障の確立のための予算確保 

（２）食料・農業・農村基本法の大胆な見直し検討 

（３）生産資材の安定供給対策の構築 

（４）輸入依存穀物の増産と備蓄水準の引き上げ 

（５）農地の確保と適正利用 
 

２．当面の農地政策への適切な対応 

（１）改正農業経営基盤強化促進法等の円滑な施行 

（２）国家戦略特区「法人農地取得事業」の全国展開と農地所有適格法人の要件緩和

等への慎重な対応 
 

３．農地政策の強化 

（１）「地域計画」を推進する予算の確保 

（２）農業委員会と農業委員会ネットワーク機構の予算の確保 

（３）地域の実態に即した農地基盤整備の促進 

（４）多様な農地利用を推進する予算の確保 
 

４．経営・人材政策の強化 

（１）農業経営の体質強化と競争力強化 

（２）就農から経営発展までのサポート強化と経営継承の促進 

（３）農業現場における労働力確保の推進 

（４）「新規就農者育成総合対策」予算の確保について 

（５）みどりの食料システム戦略の推進 

（６）水田活用の直接支払い交付金の見直しについて 
 

５．農村政策等の強化 

（１）条件不利地域での定住対策の構築 

（２）鳥獣被害防止対策の強化 

（３）都市農業の振興 
 
６．大規模自然災害への備えと復旧・復興対策等 

（１）農村の防災・減災対策の強化等 

（２）東日本大震災・原発事故からの再生に向けた支援の継続 

（３）新型コロナウイルス対策等の万全な対応 

令和 4年度全国農業委員会会長代表者集会決議 



 

 

  

女性農業委員の登用率の向上に向けた決意表明 



 

◇ 食農審検証部会 人口減少下の担い手確保で議論  

農水省は１１月２５日、食料・農業・農村政策審議会基本法検証部会の第４回会合を

開いた。テーマは「人口減少下における担い手の確保」。現行の食料・農業・農村基本

法の制定後、基幹的農業従事者数は半減し、高齢化が進むなど、農業構造は大きく変化

している。こうした中、減少する農業経営体の農地は法人経営などが引き受けており、

今後もその傾向が続くことが想定される。一方、農業法人の財務や収益性などの経営基

盤は他産業と比べて脆弱であり、雇用労働力の確保も課題となっている。 

こうした状況を説明した同省は「農業法人については、現行基本法にある『法人化の

推進』だけでなく、その果たすべき役割を明確化し、経営発展を支援していくことが必

要ではないか」との論点を示した。 

そのほか、農業法人について▽経営基盤の強化の在り方について検討が必要▽外国人

労働者を含め雇用労働力を確保するため、労働環境の整備や地域内外での労働力の調整

の在り方について検討が必要――との考えを示した。個人については、▽多様な手法で

多様な人材の就農を促すことが必要▽経営継承者の確保や円滑な経営継承のための方策

について検討が必要――とした。 

意見交換では、全国農業会議所専務理事の柚木茂夫委員が担い手確保について「経営

者」と「労働力」の二つの観点から検討が必要と指摘。農業法人の経営が立ち行かなく

なった場合の地域内の相互補完や農業労働力の特徴を踏まえた雇用促進の在り方につい

ても検討が必要とした。 

ＪＡ全中会長の中家徹委員は「現行法が認定農業者などの担い手に偏ったものとなっ

ているのではないか」と述べ、新たな基本法には家族経営など多様な経営体の位置づけ

や役割、育成、確保の在り方を明記すべきとの考えを示した。 

福山市立大教授の清原昭子委員も「多様な経営体の姿、担い手の姿を維持できるよう

にしていただきたい」と発言。群馬県甘楽町の町長茂原荘一委員は「農業の規模拡大や

法人化などによる効率化をめざすと同時に小規模な農業や自給的農家の生産意欲を高め

るような工夫も必要」と述べた。担い手を確保するためには、農家の手取りをいかに増

やすかが重要との認識も示した。（株）日本総合研究所創発戦略センターの三輪泰史委

員は、法人経営と家族経営の役割をはっきりと位置づけることが必要と指摘した。 

東京大学副学長の大橋弘委員は「７０歳以上」層がピークになっている基幹的農業従

事者数の年齢構成について「相当危機的な状況」と発言。「産業として生きのこるため

に現状の延長線上で大丈夫なのか、あるいはそれを超えるような、よほどの取組が求め

られるのではないか。そして強い覚悟と認識を持つ必要がないのだろうか」と述べた。 

有識者ヒアリングでは、中央大准教授の江川章氏が「日本農業の構造変化と課題」に

ついて、農業経営のコンサルティングに取り組む（株）穂海耕研代表取締役の丸田洋氏

が「規模拡大に伴う農業経営の課題」について報告した。 

 

 

 

 



 

◇ 食農審検証部会 需要と生産で意見交換        

農水省は１２月９日、食料・農業・農村政策審議会基本法検証部会（部会長：中嶋康

博東大教授）の第５回会合を開き、「需要に応じた生産」をテーマに有識者ヒアリング

と意見交換を行った。 

同省はこの２０年間の農畜産物の需要量について肉類の増加や米の減少など傾向は変

わっていないが、生産側は需要に合わせてシフトできていないと指摘。需要に応じた生

産に誘導するため、ニーズのある作物への転換や地域計画なども活用した水田の畑地化

などが必要との論点を示した。 

稲作からニーズのある作物への転換について、全国農業会議所専務理事の柚木茂夫委

員は「農地の基盤整備事業での水田の汎用化、大区画化をさらに強化する必要がある」

と指摘。地域計画を活用して作物転換を進める場合には、農家を主役にするＪＡグルー

プなど関係機関も含めた話し合いがより重要になるとの認識を示した。 

群馬県甘楽町の町長、茂原荘一委員は役場で農政を担当してきた経験から米農家に作

物転換を説得することは「なかなか難しい問題」と述べ、これまで以上の政策的な工夫

と財政措置を含めた思い切った対策が必要と強調した。 

３年前から水田地帯で小麦生産を始めた（公社）日本農業法人協会副会長の齋藤一志

委員は「（水田の）畑地化を国の方針として進めてほしい」と訴える一方「突然何割も

畑地化などできるわけない」と述べ、当分の間は輸出、加工用米、飼料用米への支援を

継続するよう求めた。 

米をはじめとする農産物の需要創造が重要と指摘したのは、ＪＡ全中会長の中家徹委

員。現行の基本法の下での農産物の生産費と販売価格の推移とその関連性、これまでに

講じてきた経営所得安定対策の効果について検証が必要との考えも示した。 

ヒアリングでは、農研機構日本農業研究センターの関根久子氏がドイツの事例を踏ま

えた国産小麦の単収向上の条件、オイシックス・ラ・大地（株）執行役員の富士聡子氏

が需要に応じた農産物生産の課題と提案について報告した。 

次回会合は１２月２３日に「食料安定供給のための生産性向上、技術開発」をテーマ

に有識者ヒアリングを行う予定。 

 

 

◇ 農地法制の在り方研究会が初会合 ゾーニングの在り方や適正利用強化策など検討       

農水省は、１２月１２日、今後の農地法制のあり方を検討する「農地法制の在り方に

関する研究会」の第１回会合を開いた。 

農地をめぐる情勢は、世界の食料事情の不安定化、外国人による農地取得への懸念の

高まり、太陽光発電の普及に伴う農地の不適正利用、産地と連携し原料確保を志向する

食品産業の増加など著しく変化している。このため、有識者などで構成する同研究会を

経営局長の下に設置。食料・農業・農村基本計画の検証作業と併せて農地問題について

幅広く意見を聴取することにした。 

初会合となった今回は、今後の検討項目について▽農地の確保（ゾーニング）に関す

る国の関与の在り方▽食料安保の観点に立ったゾーニングの在り方▽農地の適正利用強

化策の在り方（農地取得の許可案件、太陽光パネルの転用案件、遊休農地措置）▽担い



 

手の６次化、川下などとの連携強化の支援策（出資の柔軟化を含む）の在り方――を取

り上げることを確認した。 

研究会のメンバーには全国農業会議所の柚木茂夫専務理事、ＪＡ全中の馬場俊彦専務

理事、東大の原田純孝名誉教授、（公財）東京財団研究所の吉原祥子研究部門主任ら７

人が就いた。 

 

 

◇ 農水省、収入保険の加入条件見直し       

農水省は１１月２５日、収入保険制度の加入条件を見直し、２年分の青色申告実績を

１年分に短縮する方針を明らかにした。青色申告への切り替えを促進するためで、加入

申請１年分のみの青色申告実績での加入を認める。 

甚大な気象災害の被害を受けた者に対する災害特例を設ける。具体的には、基準収入

（過去５年間の平均収入）を算定する際に、被害年の収入金額を過去の平均収入の８割

に引き上げる。災害が激甚化・頻発化する中、安心して営農が継続できるようにする。 

そのほか、加入者の積立金の負担軽減を求めるニーズに応じ、新たな補償タイプを創

設する。 

農業保険法の施行４年後見直しに対応した制度改正で、２０２４年加入者から実施で

きるようにする。自民党が同日に開いた農林関係合同会議で説明した。 

焦点となっていた野菜価格安定制度との同時利用については、２１年からの実施者は

その期間を１年延長し、２２年以降の収入保険新規加入者は引き続き、２年間の同時利

用とする。 

出席議員からは災害特例の８割補正について「これで農家の不安に応じられる制度に

なるのか」「（農家にとって）優しい収入保険であってほしい」などの声が上がった。

野菜価格安定制度との同時利用の扱いが加入者によって違いがあること、白色申告者が

加入対象から引き続き除外されていることを問題視する議員もいた。 

 

 

◇ 自民、政府への提言案明らかに 年内に食料安保大綱策定を  

自民党は１１月３０日、食料安全保障の強化と食料・農業・農村基本法の見直しに向

けた政府への提言案を明らかにした。同党が生産者や農業・食品関係団体のヒアリング

などを通じて検討してきた結果を取りまとめ、特に重点的に検証・検討を行うべきと考

える論点を示した。 

柱の一つが「食料安全保障強化政策大綱（仮称）」の策定で、これに従って、国家の

最重要な安全保障施策の一つとして、食料安全保障の強化に向けた施策を抜本的に拡充

し、思い切った食料安全保障予算の継続確保などを行うとした。大綱の策定時期は「年

内」と明記した。 

同党が同日に開いた食料安全保障、農林水産関係合同会議で示した。 

基本法の見直しについては「来年の骨太方針などの策定前に具体的な施策の方向性を

含む中間取りまとめを行い、令和５年度（２０２３）中の『基本法の改正案』と『関連

法案』の国会提出も視野に、検証・検討の加速化を求める」とした。 



 

◇ １１月の常設審議委員会 

県農業会議は、１１月２２日に静岡市の静岡中央ビルで定例の常設審議委員会を開い

た。下表の農地法等に基づく諮問案件について、許可相当として答申した。 

なお、１０月の県内における農地転用許可案件については１４頁（県農地利用課まと

め）のとおり。 

 

【 議 事 】農地法等に基づく諮問               （件） 

法律別 農地法 農振法 

市町別 ４条 ５条 １５条の２ 

浜 松 市  ４  

磐 田 市  １  

御 殿 場 市  ３  

合計  ８  

（注）諮問案件はすべて同一目的の申請に係る農地面積が 30ａ超 

      

 

◇ 農地利用最適化研究会開く 

県農業会議は１１月２２日に静岡市の静岡中央ビル

で農地利用最適化研究会を開いた。 

「鳥獣被害対策の県の取組について」県食と農の推進

課の神谷健太主査と県自然保護課の森高洋班長から説

明を受け意見交換を行った。 

委員からは、イノシシ等の処理の補助やサルの駆除  

の方法等について質問や意見が出された。 

 

 

◇ 営農型太陽光発電事業に係る研究会（第３回事務研究）開く 

県農業会議は１１月２２日に静岡市の静岡中央ビル

で標記研究会をＷｅｂ併用で開いた。市町農業委員会と

農林事務所の担当者２３人が参加し、「更新時のチェッ

クリスト（案）」について意見交換した。 

「作物転換の時は、営農計画書を提出してもらい検討

する」、「作物の成長具合の表を作成してほしい」等の意

見が出された。これらの意見を反映したチェックリスト

を次回の研究会で検討する。 

 

 

 

Ⅱ組織の動き 

農地利用最適化研究会の様子 

営農型太陽光発電事業に係る研究会

の様子 



◇ 女性農業委員登用促進研修会開く 

   県農業会議は、１１月２５日に静岡市の男女

共同参画センター「あざれあ」で女性農業委員

登用促進研修会を開いた。女性農業委員・農業

委員会事務局職員等４４人が出席した。 

  研修会では、全国農業委員会女性協議会の横

田友会長（秩父市農業委員会副会長）が「女性

農業委員の登用について」講演した。 

  講演後の意見交換では、女性農業委員は行政

にも顔を売って、農業委員として頑張っている

というアピールをして欲しいなど、活発な意見

が飛び交った。 

 

◇ しずおか農業委員会女性の会 第１4回総会開く 

しずおか農業委員会女性の会は１１月２５日、第１４回総会を静岡市の男女共同参画

センター「あざれあ」会議室で開いた。 

女性農業委員ら３０人が出席し、土屋光枝

会長（伊東市農業委員）を議長に議事が進行

され、令和３年度の事業報告・決算、令和４

年度の事業計画・予算などの議案が原案どお

り承認された。 

役員改選は、会長ほか全ての役員が次頁の

とおり再選した。 

また、総会終了後、しずおか農業委員会女

性の会が製作した「食育カルタ」のＰＲを兼

ね、地区の代表がカルタ大会のデモンストレ

ーションを行った。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     「しずおか農業委員会女性の会」役員の皆さん 

 

 

  

会場の様子 

カルタ大会のデモンストレーション 

講演する横田 友会長 



しずおか女性農業委員の会 役員・監事名簿 

役職名 所  属 氏 名 

会  長 伊東市農業委員会 土屋 光枝 

副 会 長 菊川市農業委員会 堀 三千代 

副 会 長 森 町農業委員会 佐野 敦子 

役  員 富士宮市農業委員会 宮島 孝子 

役  員 静岡市農業委員会 大石 泰子 

役  員 磐田市農業委員会 大箸千賀子 

監  事 
長泉町農業委員会 木下美智子 

袋井市農業委員会 西村 淳子 

 

 

◇ 西部・中部・賀茂地区で農地利用最適化推進研修会開く 

静岡県、県農業会議、県農業振興公社は、農地利用の最適化を推進するため、農業委

員・農地利用最適化推進委員などを対象に、１１月２４日西部地区、２９日中部地区、

１２月９日賀茂地区で標記研修会を開催。賀茂地区では賀茂地区農業委員会協議会と共

催した。３地区で延べ４７９人が参加した。 

研修内容は下表のとおり。（一社）全国農業会議所が農業委員会組織をめぐる情勢を

報告。民法・不動産登記法の改正、農業経営基盤強化促進法等の一部改正、農水省ガイ

ドライン、農業委員への女性登用など最新の情勢を幅広く報告した。 

静岡県は「農業経営基盤強化促進法改正による地域計画策定の取組」について説明。

来年度の施行に先駆け、今年度からの地域計画のモデル的な取組を呼び掛けた。 

「全国農業委員会女性協議会の活動と女性登用」については、同協議会役員が自らの

経験を発表し、全市町での女性の登用を働きかけた。 

農地利用最適化の事例発表では、県内外の農業委員会の先進的な取組を発表した。静

岡県農業振興公社は、農地中間管理事業の実績などについて説明した。 

研修内容 西部 中部 賀茂 

農業委員会を 

取り巻く情勢報告 

全国農業会議所 農地・組

織対策部 農地利用最適化

担当部長 佐藤陽平氏 

全国農業会議所  

事務局長 稲垣照哉氏 

全国農業会議所  

農地・組織対策部  

部長 堀江光正氏 

基盤法改正による

地域計画策定の取組 

県農業ビジネス課  

班長 大村和宏氏  

県農業局  

技監 笠井大輔氏 

県農業局  

技監 笠井大輔氏 

全国農業委員会 

女性協議会の活動

と女性登用 

同女性協議会会長 

埼玉県秩父市農業委員会

副会長 横田友氏 

同女性協議会副会長 

新潟県阿賀野市農業委員

会副会長 笠原尚美氏 

同農委女性協議会副会長 

広島県庄原市農業委員会

会長 道下和子氏 

最適化事例 モデル地域における将来

的な農地利用の検討 

岐阜県飛騨市農業振興課 

係長 葛谷智徳氏 

タブレットを活用した 

利用状況調査 

神奈川県二宮町農業委員

会 班長 山口尚人氏 

タブレットを活用し 

た現地調査 

伊東市農業委員会  

主幹 上野隆氏 

農地中間管理事業 県農業振興公社  

参事 五十棲剛氏 

県農業振興公社  

事務局長 平松久典氏 

県農業振興公社  

事務局長 平松久典氏 

 



当日のアンケートには「耕されている農地を耕せるうちに耕せる人につないでいくと

いうことは本当に大切なことだいと思いました」などの意見があった。 

 
【西部】左から佐藤部長、横田会長、葛谷係長、会場の様子 

 
【中部】左から稲垣事務局長、笠原副会長、山口班長、会場の様子 

 
【賀茂】左から堀江部長、道下副会長、上野主幹、会場の様子 

 

◇ 農業委員会サポートシステム巡回支援実施 

県農業会議は、右表の日程で農業委員会サポート

システム巡回支援を実施した。 

農水省が目指す『今年 12 月末までの 100%更新実

施』を受け、本会では、未更新委員会や要望があった

委員会を対象に、同システム利用状況と要望に応じ

て支援している。 

農地台帳の検索方法、農家（法人）の新規登録、申

請受付～議案処理、CSV一括更新、地図の色塗りなど、

様々な操作方法を現地で支援後、意見交換した。 

同システムは令和４年度から農水省が取り組む農林水産省共通申請サービス（eMAFF）

と農林水産省地理情報共通管理システム（eMAFF地図）と連携。農水省が農業 DXの一環

として進める電子申請などに対応するには、同システムの利用が必須となり、市町の対

応が求められている。 

月日 対象 

12/ 2 
巡回支援（東伊豆町、河津町、

下田市、南伊豆町、西伊豆町） 

12/ 2 巡回支援（静岡市） 

12/13 巡回支援（吉田町） 

12/15 巡回支援（函南町） 

12/16 巡回支援（御前崎市） 

12/20 巡回支援（川根本町） 



◇ 農業者年金巡回意見交換会開く 

県農業会議とＪＡ静岡中央会は、１１月２９日に浜松市のＪＡとぴあ浜松で標記意見

交換会を開いた。農業委員会会長、加入推進部長、農業委員会とＪＡの職員が出席し、

加入推進の課題や取組等を意見交換した。 

「農業者に年金制度を周知することが必要」「農業委員会と県農業会議の戸別訪問が、

加入に結びついた」「ＪＡ青壮年部の大会や広報誌でＰＲすることが周知につながる」

などの意見が出された。 

 

◇ 農業者年金巡回実施 

県農業会議とＪＡ静岡中央会は、下表のとおり農業者年金巡回を実施し、農業委員会

とＪＡが連携した加入推進に向け意見交換した。 

「戸別訪問の結果はすぐに出なくても、翌年度や翌々年度に加入につながることもあ

る」、「農業委員の子供から声掛けを行うなど農業委員会とＪＡが加入対象者をできる範

囲で共有し推進していきたい」、ＪＡからは「青年部の集まり、確定申告時に制度をＰ

Ｒすることが効率的」などの意見が出た。 

実施日 重点農業委員会・ＪＡ 

12/1（木） 吉田町、牧之原市、ＪＡハイナン 

12/2（金） 森町、ＪＡ遠州中央 

12/5（月） 静岡市、ＪＡ清水、ＪＡ静岡市 

12/9（金） 
沼津市、ＪＡふじ伊豆（なんすん地区） 

富士市、ＪＡふじ伊豆（富士地区） 

12/14（水） 
伊豆市、伊豆の国市、ＪＡふじ伊豆（伊豆の国地区） 

三島市、函南町、ＪＡふじ伊豆（函南地区） 

 
 
◇ 下田市農業委員会研修会が開かれた 

下田市農業委員会は、１１月２５日に市内で農業委員と農地利用最適化推進委員を対

象とした標記研修会を開いた。委員２５人が出席。本会職員が農業者年金制度の概要と

加入推進について説明し意見交換した。 

 
◇ 南伊豆町農業委員会研修会が開かれた 

南伊豆町農業委員会は、１２月１５日に町内で農業委員と農地利用最適化推進委員を

対象とした標記研修会を開いた。委員１３人が出席。本会職員が農業者年金制度の概要

と加入推進について説明し意見交換した。 

 
◇ 農業者年金戸別訪問の実施 

県農業会議は、１２月７日に湖西市、１２月８日に袋井市、１２月１６日に島田市で

農業委員会が実施する戸別訪問に同行した。湖西市で 1人が年金に加入した。また加入

に前向きな方もあり、今後の働きかけに期待したい。 

 



農 地 転 用 許 可 案 件 集 計 表 （ 10 月 分 ）
 R4

事務所名 条項 件数 面積（㎡） 移譲市町名 条項 件数 面積（㎡）

４条 1 491 御殿場市 ４条 2 1,880

５条 1 230 ５条 3 9,427

計 2 721 計 5 11,307

４条 2 939 袋井市 ４条 2 273

５条 3 687 ５条 23 7,846

計 5 1,626 計 25 8,119

４条 2 1 裾野市 ４条 0 0

５条 0 0 ５条 1 1,068

計 2 1 計 1 1,068

４条 1 996 湖西市 ４条 0 0

５条 6 2,903 ５条 7 3,123

計 7 3,899 計 7 3,123

４条 0 0 御前崎市 ４条 2 361

５条 0 0 ５条 10 12,644

計 0 0 計 12 13,005

４条 6 2,427 ４条 0 0

５条 10 3,820 ５条 4 3,554

計 16 6,247 計 4 3,554

４条 2 1,573

移譲市町名 条項 件数 面積（㎡） ５条 1 70

静岡市 ４条 1 898 計 3 1,643

５条 2 468 ４条 0 0

計 3 1,366 ５条 10 6,845

浜松市 ４条 5 1,084 計 10 6,845

５条 53 69,570 ４条 0 0

計 58 70,654 ５条 0 0

沼津市 ４条 2 501 計 0 0

５条 2 2,632 ４条 0 0

計 4 3,133 ５条 1 106

三島市 ４条 0 0 計 1 106

５条 0 0 ４条 0 0

計 0 0 ５条 0 0

富士宮市 ４条 1 2,983 計 0 0

５条 2 798 ４条 22 10,208

計 3 3,781 ５条 170 147,112

島田市 ４条 1 86 計 192 157,320

５条 12 6,217

計 13 6,303 ４条 28 12,635

富士市 ４条 0 0 ５条 180 150,932

５条 5 5,723 計 208 163,567

計 5 5,723

磐田市 ４条 1 3 用途別 件数 面積（㎡） 面積構成比

５条 6 1,995 公共施設 1 491 0.3%

計 7 1,998 農林漁業 10 7,671 4.7%

焼津市 ４条 2 474 住宅 76 23,153 14.2%

５条 2 392 鉱工業 3 6,741 4.1%

計 4 866 道水路 1 67 0.0%

掛川市 ４条 0 0 植林 0 0 0.0%

５条 23 12,809 他建設用 7 20,350 12.4%

計 23 12,809 他施設用 73 70,439 43.1%

４条 1 92 一時転用 37 34,655 21.2%

５条 3 1,825 合計 208 163,567 100%

計 4 1,917

移譲市町計
（22市町）

合計

藤枝市

菊川市

伊豆の国市

牧之原市

長泉町

小山町

吉田町

賀茂

東部

志太榛原

中遠

農地利用課

県計



 

令和４年度の農地バンク事業の推進方針を策定しました 
 人・農地調整員による、人と農地の広域マッチング支援  

 地域の話合いに基づき、地域の中心となる担い手や農業の将来の在り方を明確化するた

め、県内各地域で「人・農地プランの実質化」が進められ、県内 362地区（令和４年 10月

末現在）で実質化が図られました。地域の話合いの進む中では、“貸出意向がある農地や施

設があっても地域内で担い手が確保できない”、“規模拡大の意欲がある担い手がいても地

域内で農地が確保できない”などの問題が明らかになってきています。そのため、令和２

年度から農地バンクに『人・農地調整員』を設置し、人と農地の情報を一元化して、広域

でのマッチング支援を実施しています。 

○人・農地調整員の活動 

〈農地の確認〉 

 地域の話し合いの中で明らかとなっ

た、担い手のいない農地や、農地法に基

づく農地利用意向調査で報告された、貸

出意向のある遊休農地等について、担い

手に紹介できる状態かどうか、実際に現

地を確認し、データとしてまとめます。 

〈担い手の希望の確認〉 

 広域での規模拡大を検討している重

点支援経営体や、県内外の農業法人や農

業参入を検討している企業等に対して、

進出希望地域や、農地や立地等の条件を

ヒアリングし、広域マッチングへの条件

を確認しています。 

〈人と農地の広域マッチング支援〉 

 担い手の希望する農地の条件に対して、スト

ックしているデータを提供するほか、希望に合

わない場合には、市町に候補地の紹介をかけて

情報を得て、他地域からの参入を希望する地域

の農業者や関係機関と連携しながら、マッチン

グ支援を実施しています。 

これまでに、➀富士宮市の水田地帯に、静岡市

で露地野菜を生産する農業法人をマッチング。

②掛川市で、水田基盤整備に伴う高収益作物(露

地野菜等)生産を行う担い手を、近隣地域内でマ

ッチング。③県外で花木生産を行う法人の高冷

地での栽培に向けた農地集積。④ミカンの規模拡大を希望する静岡市の法人に、島田市の

荒廃茶園をミカン園に転換して活用する支援 などを行いました。 

この他、空きハウスの活用支援も行っており、イチゴの高冷地での育苗を希望する掛川

市の農業法人に、小山町の鉢花栽培空きハウスをマッチングし、経営拡大の支援を行いま

した。 

 

農業会議情報 12 月号 

静岡県農地バンク(静岡県農業振興公社・農地中間管理機構)からのお知らせ 

 

担い手が不足する地区

就農相談規模拡大意向

担い手不在農地情報
遊休農地情報など

連携

（農業振興公社）

人・農地調整員 市町・農業委員会
県、ＪＡ等

市町内の
担い手候補の紹介

市町外の
担い手候補の紹介

参入意向

規模拡大志向法人 新規就農希望者県内外参入企業

担い手が不足する地区

就農相談規模拡大意向

担い手不在農地情報
遊休農地情報など

連携

（農業振興公社）

人・農地調整員 市町・農業委員会
県、ＪＡ等

連携

（農業振興公社）

人・農地調整員 市町・農業委員会
県、ＪＡ等

市町内の
担い手候補の紹介

市町外の
担い手候補の紹介

参入意向

規模拡大志向法人 新規就農希望者県内外参入企業

 

【イメージ図】 



 

 

菊川市農業委員会  職務代理 落合文夫さん 

３２歳で就農してから２２年、農業委員は１２年目です。 

家族の支えもあり、農業に携わりながら農業委員等の役職

を務めさせて頂いてきました。その中で、素晴らしい先輩方

と交流をさせていただき、自分の農業経営や普段の生活に良

い影響を与えて頂いています。 

農業経営に限らず、世の中を取り巻く環境が厳しさを増す

中で、様々な方との交流は私の人生の糧となることでしょ

う。 

これからは先輩方から教わった事を後輩たちに伝えてい

けるように、努力していきたいと思います。 

 

富士宮市農業委員会 加入推進部長 荻 真教さん 

私は大学を卒業し、就農してはや２０年。日々イチゴ栽培

に邁進しております。 

 富士宮市の富丘地域にて先日、民間企業が遊休農地を活用

して育てたサツマイモを小学校２年生の児童を対象に農育

プロジェクトの一環で収穫体験を行いました。 

 私も PTA会長の立場で参加させていただきました。コロ

ナ禍であらゆる行事の開催が難しい中で大変興味深い取組

に感じました。これからも地域との繋がりを大事にして精進

していきたいと思います。また農業者の不安を和らげる農業

者年金の加入推進活動にも努めていきたいです。 

 

湖西市農業委員会 池 田 雅 美  さん 

  

私は、定年まで市役所に勤め、現職時は、管理栄養士とし

て地場産物や献立の紹介をして地産地消を推進していまし

た。 

現在は、二期目の農業委員として活動する中、農業の現状

や課題を知り、農業の重要性を感じています。 

 最近では、農家の皆さんに影響され、畑に愛犬（モカちゃ

ん・キノちゃん）と出掛け、四季折々の果物や野菜を育てて

います。加工したものをご近所さんにおすそ分けして、喜ん

でもらうのが楽しみです。 

 

 

あなたの街の農業委員さん(その 25) 

) ～ 趣味や日頃の思いなど自由に書いてもらいました ～ 

 
 

 



 

加入者累計 15 万人早期達成に向けた加入推進強化運動実施中 

■■ 本県における農業者年金の加入推進について ■■ 

 

☆令和４年度の新規加入者の実績 

 
令和 4年 11月 目標 

（累計）令和 4 年 4～11 月 

実績 達成率 

 加入者数 1 人 96 人  25 人 26.0% 

本

県 

 20～39 歳 1 人   52 人  15 人 28.8% 

女性    22 人  3 人 13.6% 

 

全

国 

加入者数 187 人  3,800 人 1,299 人 34.2% 

 20～39 歳  93 人  2,400 人  731 人 30.5% 

女性  73 人  1,000 人 440 人 44.0% 

※浜松市１人 

 

☆ラジオＣＭで農業者年金をＰＲ 

本県では、県内の農業者に農業者年金を広くＰＲするため、下記のとおりラジオＣＭ

を実施します。 

ＦＭ放送のＫ-ｍｉｘ 

 ①令和５年１月～２月の毎週月～金 １０：００～ ＣＭ（２０秒） 

  「Ｋ-ｍｉｘ Ｔｒａｆｆｉｃ ＆ Ｗｅａｔｈｅｒ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ」 

 ②スポットＣＭ（２０秒）（詳細時期未定） 

 

☆農業者年金 Ｑ＆Ａ 

【質問】農業者年金に加入していますが、確定申告の時に保険料を支払った証明書は必 

要ですか？ 

 

【回答】必要ありません。 

確定申告書に保険料額を記入するだけで申告できます。 

保険料額は、自動振替しているＪＡ貯金口座の通帳で確認してください。    

ＪＡの農業者年金担当窓口においても、１月下旬頃から確認できます。 

    このほか、農業委員会やＪＡで、支払った保険料額の資料を印刷してもらうこと

もできます。 

詳しくは、農業委員会にお問い合わせください。 

  

 

Ⅲ農業者年金のページ 



 

■ 全国農業図書刊行案内 ■■ 

図 書 名 
コード 
番 号 

仕様等 
価 格 
(送料別) 

2022年度版 農業者年金制度と加入推進 R04-03 72頁 500円 

農業者年金で老後の生活を安心サポート R04-04 2頁 20円 

2022年度版 

農業者年金加入推進用リーフレット 
R04-05 4頁 45円 

2022年度版 

農業者年金‐年金の仕組みとメリット‐ 
R04-06 8頁 90円 

令和 4年度版 

農家のためのなんでもわかる農業の税制 
R04-07 180頁 1,140円 

令和 4年度版 

よくわかる農家の青色申告 
R04-08 127頁 900円 

まんがでわかる！農業者年金 R04-09 16頁 210円 

2022年度農業委員会業務必携 R04-10 164頁 1,490円 

活動記録簿 記録ガイド R04-12 8頁 100円 

2022年度版 

地域農業の将来を考えてみませんか 
R04-13 8頁 100円 

2022年度版 

農家相談の手引 
R04-14 124頁 850円 

新訂農業技能実習評価試験テキスト 

耕種農業 果樹 
R04-15 84頁 900円 

2022年度版勘定科目別農業簿記マニュアル R04-16 234頁 2,160円 

今こそ農業委員会に女性の力を！ R04-17 4頁 50円 

農業者年金加入推進事例集 vol.15 R04-20 48頁 730円 

2023年農業委員会手帳 

（農業委員用） 
R04-35A ﾎﾟｹｯﾄ判 640円 

2023年農業委員会手帳 

（農地利用最適化推進委員用） 
R04-35B ﾎﾟｹｯﾄ判 640円 

3訂 農家の所得税一問一答集 R04-21 363頁 2,860円 

 

■■ 全国農業新聞 ■■ 
令和５年２月号の申込・中止・変更の締切は、  

令和５年１月１８日（水）となりますのでよろしくお願いします。  

Ⅳ情報のページ 
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このページでは全国の農地利用最適化事例を紹介します。令和5年3月まで毎月9～10事例ずつ掲載予定。
農業委員会総会後等に皆で事例を研修し、日々の農地利用最適化活動に活かすことを目的としています。
①総会後に研修（活動日数にカウントできます）
②このページを切り取りファイル等に保管いただくと農地利用最適化事例集が出来上がります
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このページでは全国の農地利用最適化事例を紹介します。令和5年3月まで毎月9～10事例ずつ掲載予定。
農業委員会総会後等に皆で事例を研修し、日々の農地利用最適化活動に活かすことを目的としています。
①総会後に研修（活動日数にカウントできます）
②このページを切り取りファイル等に保管いただくと農地利用最適化事例集が出来上がります
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このページでは全国の農地利用最適化事例を紹介します。令和5年3月まで毎月9～10事例ずつ掲載予定。
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②このページを切り取りファイル等に保管いただくと農地利用最適化事例集が出来上がります



経営と暮らしを応援！最新の情報を発信し農業者を笑顔に輝かせます☆ 

 
 

全国農業新聞は、農業者の公的代表機関である農業委員会組織が発行する専門紙です。 

  ■ 特徴のある週刊新聞・・・・解説に力点をおいたニュース報道と企画編集 

  ■ 時代に鋭く斬り込む・・・・農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに 
  ■ 農業委員・推進委員に役立つ・・農地集積、担い手対策の参考に 

  ■ 経営に役立つ・・・・・・・経営者マインドと実務情報 

  ■ 喜びや悩みを共感できる・・読者の心に訴える 
  ■ 深みと味がある・・・・・・単なる情報で終わらない 

  ■ 読みやすく親しみやすい・・老若男女が楽しく読める 
 

発行日：毎週金曜日  購読料：月額 ７００円、年 ８，４００円（消費税込） 
 

 ※購読の申し込みは、下記申込書にご記入のうえ静岡県農業会議まで FAX 下さい。 

  お問い合わせ・申込先  (一社)静岡県農業会議 TEL:054-255-7934 / FAX:054-273-4314 

  発行：(一社)全国農業会議所 〒102-0084 東京都千代田区二番町 9-8  

 

 

 

 

全国農業新聞申込書 

申込日：令和  年  月  日 

全国農業新聞を    部     月より申込みます。 

 

郵便番号 〒     － 

住所  

電話番号      －     － 

ふりがな  

氏名  

 

■ 本紙制作の参考にいたしますので該当項目に○印をつけて下さい 

役職 経営 農業者年金 

農業委員  専業  認定農業者  加入者  

推進委員  兼業  納税猶予者  受給者  

市町議会議員  非農家      

その他役職者        

※この申込書は、全国農業新聞の送付・領収の他、ｱﾝｹｰﾄ以外には使用いたしません。  

―  静岡県農業会議は地域に密着した情報発信を目指しています。―  

会議情報 

情報事業の強化については農業委員の皆様の協力が必要不可欠です。 
農業委員・推進委員１人１部新規購読者の確保をお願いします。 



 

1 月 10 日(火)

～11 日(水) 

女性の委員登用促進研修会 （東京都 主婦会館） 

 20 日(金) 

13:00～ 

農地利用最適化研究会～担い手不在地域の農地対策 拡大研究会  

（静岡市 県産業経済会館） 

 20 日(金) 

15：00～ 

常設審議委員会      （静岡市・静岡中央ビル） 

2 月 16 日(木) ふじのくに農地有効活用シンポジウム （静岡市・グランシップ） 

 22 日(水) 常設審議委員会・農地利用最適化研究会 （静岡市・静岡中央ビル） 

３月 22 日(水) 理事会・常設審議委員会 （静岡市・静岡中央ビル） 

   

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、やむを得ず変更する場合があります。（下線＝新規・変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業者年金個別相談会の予定 

１月 16 日(月) 菊川市(小笠支所) ２月 ２日(木) 湖西市(市役所) 

 24 日(火) 南伊豆町(役場)  ３日(金) 富士宮市（市役所） 

 25 日(水) 磐田市（市役所）    

 31 日(火) 静岡市（区役所）    

                                      

Ⅴ今後の日程 

※この情報誌（カラー版）は静岡県農業会議 HPからもダウンロードいただけます。
https://www.shizu-nou-kaigi.or.jp/  

 

1/20 13:00～14:45 農地利用最適化研究会（拡大研究会） 

～担い手不在地域の農地対策（第１弾）～ 

・人・農地プランの実質化や地域計画の話し合いを進める中で、そもそも担い手がいない地域

では、どうやって農地を守っていけばいいの？という声がよく聞かれます 

・研究会では、「農地を荒らしてしまう前に、使える農地を使いたい人につなぐ」方法を考え

ていきます。その第 1 弾。どなたでもご参加いただけます 

・内容 スピーカー ①県農地バンク人・農地調整員の赤池さん（１５頁参照） 

②（株）日本農業の南野さん お話の後、意見交換 

※（株）日本農業：青森県でのりんご生産販売の経験を活かし、静岡県内でさつまいもの生産

拡大を計画中。袋井市等では既に生産を開始 

     

お知らせ 

https://www.shizu-nou-kaigi.or.jp/

